
－ 抽出された課題 －

（震災ボランティア活動）
・ボランティア活動をしている

人員の減少
・ボランティア経験をどうやって

次の世代に継承していくか
・ボランティア活動への意識・意欲

の濃淡
（被災者・地域のニーズ）

・被災者の方々のニーズの把握

（組織の維持）
・情報の入手と発信、共有
・組織マネジメント力の不足
・外部組織との連携
・活動資金の不足

－ その解決策 －

（震災ボランティア活動）
・世代継承、後輩達を育てていく

という姿勢と仕組み
・ボランティア活動のカリキュラム化
・「ダメもとでもやってみる」こと

が大事

（被災者・地域のニーズ）
・被災者の方々との会話、傾聴

という姿勢
（組織の維持）

・ボランティア団体間のコミュニティ
作りと情報共有

・SNS等の情報ツールの活用

福島分科会テーマ

みんなで震災経験を語り合おう！

そして今自分にできることは何か見つけ出そう！

これまでの震災経験や復興関連活動等を振り返りながら，これからの東北

のまちづくり・ひとづくり、『持続可能なまち・地域・社会』の可能性について考

えてみよう！

若者達が活躍する『持続可能なまち・地域・社会』

熟議テーマ

熟議のねらい
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